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国内においては，デング熱，ウエストナイルウ
イルス感染症などの蚊媒介性ウイルス性感染症や
腎症候性出血熱，ハンタウイルス肺症候群などは
流行していない．しかしながら，媒介蚊や宿主と
なるヒトや鳥類，げっ歯類などの移動に伴い，ウ
イルスが国内へ持ち込まれる可能性がある．

このような背景から，ウイルスの海外からの侵
入状況を監視することを目的として，蚊からの蚊
媒介ウイルス検出および野生げっ歯類からのハン
タウイルス抗体検出を行った．なお，検出対象と
する蚊媒介性ウイルスはウエストナイルウイルス，

デングウイルス，ジカウイルス，チクングニアウ
イルスとした． 

材料と方法

Ⅰ．蚊からのウイルス分離
令和元年 5 ～ 9 月に，県内の富山空港，港湾地

区，畜舎，観光地の計 6 地点で捕集した蚊をウイ
ルス分離に供した（表 1）．ウイルス分離は，以
下の方法により行った．まず，捕集蚊を細胞維持
培地で摩砕し，ヒトスジシマカ由来のC6/36 細
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胞およびアフリカミドリザル由来のVero9013 細
胞に接種した．7 ± 1 日間隔で培養上清を新しい
細胞に接種することを2 回繰り返し，細胞変性効
果を指標にウイルスを分離した．ウイルスが分離
された培養上清からRNA を抽出し，遺伝子検出
に用いた．遺伝子検出には，ウエストナイルウイ
ルス，デングウイルス，ジカウイルス，チクング
ニアウイルスを対象としたリアルタイム RT-
PCR[1, 2, 3, 4] を用いた．

Ⅱ．野生げっ歯類の抗体調査
令和元年 5 月から11 月に，富山空港，富山新

港，伏木港，富山港においてシャーマントラップ
または捕獲籠を用いて野生げっ歯類の捕獲を行っ
た．捕獲されたハツカネズミ 3 頭の血清を用いて，
腎症候性出血熱およびハンタウイルス肺症候群の
原因ウイルスを対象としたELISA 法 [5] により抗
体検出を行った．ELISA 法で吸光度の高かった
検体については，間接蛍光抗体法（IFA 法）によ
る抗体価の測定を行った．IFA 法の抗原は，腎症
候性出血熱のHantaan 型，Puumala 型及びSeoul
型を用い，抗体価 16 倍以上を陽性とした．

結　　果

Ⅰ．蚊からのウイルス分離
捕集した蚊 48 検体（369 個体）について日本脳

炎ウイルス，ウエストナイルウイルス，デングウ
イルス，ジカウイルス，チクングニアウイルスの
分離を行ったところ，いずれの蚊からもウイルス
は分離されなかった．

Ⅱ．野生げっ歯類の抗体調査
令和元年 11 月に捕獲されたハツカネズミ 3 検

体についてELISA 法でハンタウイルスに対する
抗体検出を行ったところ，2 検体で吸光度が陰性
対照より高かった．IFA 法による追加検査を行っ
たところ，いずれも抗体陰性であった（表 3）．

考　　察

今回の調査ではこれまでの調査と同様に，海外
から県内への蚊媒介性ウイルスおよびハンタウイ
ルスの侵入は確認されなかった．

しかしながら，平成 26 年 8 月にはデング熱の
国内感染事例が確認され，その後 2 か月余りで東
京都を中心に162 例の患者が報告された[6]．令和

元年にもデング熱の国内感染事例が4 例報告され
ている[7]．そのうち3 例は同じ学校の生徒であり，
修学旅行先の奈良市内または京都市内で感染した
と推定されている[7]．また，令和元年には，ネ
パールから帰国後にデング熱を発症した同居家族
を吸血した蚊を介して感染したと推定されるデン
グ熱症例も那覇市から報告されている[7]．ジカ熱
もデング熱と同様，国内に広く分布するヒトスジ
シマカによって媒介される[7] ことから，ジカウイ
ルスが日本に持ち込まれた場合，流行する可能性
は否めない．また，ウエストナイルウイルスが米
国に侵入した例 [9-10] および1980 年代に全国の港
湾地区でハンタウイルスに対する抗体を持つネズ
ミが確認された例 [11] など，動物由来感染症が国
外から侵入する例が過去に多数確認されている．
これらのことから，今後も海外からの動物由来感
染症の侵入に備え，引き続き監視体制を維持する
必要があると考えられる．
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